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BYK-220 SN

BYK-220 SN
常温硬化型プラスチック系及び溶剤系塗料用途の湿潤分散剤
顔料の安定化をもたらし、色浮き・色分れを低減、表面活性剤を含有

製品データ

組成
低分子量不飽和ポリカルボン酸ポリエステルとポリシロキサン共重合物の溶液

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、品質規格ではございません。

酸価: 100 mg KOH/g
密度 (20 °C): 0.96 g/ml
溶剤: アルキルベンゼン
不揮発分 (10分, 150 °C): 52 %
引火点: 48 °C

貯蔵および輸送
貯蔵および輸送中に分離または濁りが生じることがあります。30～60 ℃に温め十分に撹拌してからご使用ください。

特記事項
ホワイトスピリットベース塗料またはホワイトスピリットで希釈した塗料では相溶性に限界があります。

適用分野

常温硬化型プラスチック系

特長
BYK-220 SN は、炭酸カルシウムと水酸化アルミニウムのような全ての汎用型のフィラーの分散性を向上させます。
本添加剤は充填された樹脂の粘性を低下させ、そのためフィラーの含有量を高めることが可能です。多くの場合、保
管中及び貯蔵中のフィラーの沈降が大幅に低減されます。BYK-220SNはゲルコートでの顔料の安定に適しています。
本添加剤はまた、少量のポリシロキサン共重合物を含み色浮き・色分れを低減します。本添加剤はベナードセルの形
成を防止し、表面スリップ性とレベリング性を向上させます。

推奨用途
本添加剤は特に、不飽和ポリエステル樹脂、ゲルコート、アクリル系、ポリウレタン系、エポキシ系の樹脂での使用を推
奨し、全ての用途で最も高い効果を発揮します。
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推奨添加量
フィラーに対して添加剤として、0.5-1.5 % 

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
固体を添加する前に、本添加剤を添加すると最適性能が得られます。 

塗料

特長
本添加剤は顔料に対して、ねらいとするコントロール凝集をもたらします。個々の顔料間に“ブリッジ”を形
成し、系全体は３次元構造をとります。顔料をコントロールされた凝集状態にすることにより、主に色浮き、色
分れ、そして、沈降、タレを防止します。
BYK-220 SNは一般工業用塗料と建築塗料で顔料の安定に適しています。本添加剤は、光沢を増し、色浮
きを防止し、ミルベースの粘度を低下します。本添加剤はまた色浮き、色分かれ防止のため少量のポリシロ
キサン共重合物を含んでおります。本添加剤はまたベルナードセルの形成防止、スリップ性、レベリング性
及び艶消し剤とアルミニウム顔料の配向性を向上させます。多くの場合、通常必要とするシリコン添加剤をさ
らに加える必要がありません。

推奨添加量
顔料に対して添加剤として:

無機顔料: 3-10 %
酸価チタン: 1-3 %
有機顔料: 8-16 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
顔料を添加する前に、本添加剤をミルベースに添加すると最適性能が得られます。
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